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Abstract
	 Prior	to	the	18th	century	the	Qing	government	adopted	a	policy	of	banning	
the	 movement	 of	 Han	 Chinese	 into	 the	 Manchurian	 homeland.	 However,	 after	
the	18th	century	 there	was	much	greater	fluidity	of	population	movement.	The	
period	 spanning	 the	 latter	 half	 of	 the	 19th	 century	 to	 the	 first	 half	 of	 the	 20th	
century	 particularly	 saw	 a	 large	 influx	 of	 migrants	 from	 Shandong	 and	 Hebei	
provinces	 to	 the	Liaodong	region.	Also,	 from	 the	middle	of	 the	Qing	era	 to	 the	
beginning	 of	 the	 20th	 century,	many	people	migrated	 to	 northern	Manchuria	 as	
a	 result	 of	 the	 new	 policies	 of	 the	 Qing	 government.	 The	 Qing	 government	
encouraged	migrants	to	cultivate	the	 land,	 thereby	 increasing	crop	yields.
	 Soybeans,	 soybean	 cake,	 soybean	 oil	 and	wood	 from	 northeast	 China	 also	
began	to	be	exported	to	Japan	from	the	beginning	of	the	20th	century.	Japanese	
local	 production	 could	 not	 meet	 the	 high	 demand	 for	 soybeans	 due	 to	 limited	
farmland	 and	 the	 small	 acreage	 of	 crops.	 It	 was	 for	 these	 reasons	 that	 Japan	
began	to	 import	soybeans	and	soy	products	from	the	Anton	port	 in	China,	which	
was	 also	 advantageous	 geographically.	 At	 the	 same	 time	 this	 trade	 also	 aided	
the	economic	development	of	northeastern	China.
	 Although	much	research	has	dealt	with	the	soybeans	exported	from	Dalian	
and	Yingkou,	research	into	the	soy	trade	between	Anton	and	Japan	in	the	early	
20th	 century	 is	 lacking.	This	 paper	will	 focus	 on	 the	 trade	 of	 soybeans	 and	 soy	
products	 from	Anton	to	Japan.	 It	will	 look	specifically	at	 the	varieties	of	Anton	
soybean	 and	 their	 uses,	 as	well	 as	 the	 importance	 of	 the	 soybean	 trade	within	
the	Anton	Port’s	 trading	activities	as	a	whole.
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はじめに
　現中国遼寧省丹東市はかつて安東と呼ばれ、その立地は鴨緑江口に近く、黄海に対峙し、朝
鮮半島に隣接する。中国東北地方の物資の集積地として発展し、特に海上航路で中国沿海部や
海外各地に物資を輸送する重要な港市として機能した。安東港は朝鮮の南浦港まで90海里、日
本の神戸港まで844海里にあり、中国大陸の港の中で朝鮮半島や日本列島と比較的近いといえ
る1）。1903（明治36、光緒29）年10月 8 日上海に於いて調印された「中美續議通商行船條約」に
より商埠地として開放され、1907（明治40、光緒33）年安東港は正式に貿易港として開港され
た2）。これまで東北地域の港としては大連港や営口港が注目され、高宝玉の『営口港史』3）、周永
刚の『大連港史』4）など多くの研究がある。一方で、大連・営口と並ぶ東北の重要な港であった
安東港に関する研究は未だほとんど見られない。安東港は、東北の社会経済の発展に重要な役
割を果し、とりわけ日本との貿易が盛んであった。
　とくに、安東から日本へ多量の大豆や大豆製品が輸出されていた。世界の中で、日本は大豆
の消費大国の一つであり、大豆栽培の歴史も古い。しかしながら国土面積が狭く大豆の栽培面
積も小さく、国内産の大豆のみでは国内の需要を充足できず、世界最大の大豆輸入国の一つで
もある。そのため、20世紀前半には、安東から日本へ東北産の大豆三品（大豆・豆粕・豆油）
が輸出されている。また、東北大豆の輸出先として日本市場が形成されたことは、東北地方の
貿易規模拡大の有力な経済的要因であったと考えられる。これまで、大連や営口からの中国東
北産の大豆輸出に関する研究は多く行われているが、20世紀前半における安東と日本の大豆三
品交易についての研究はほとんど見られない。
　そこで、本稿は20世紀前半の安東から日本へ輸出された大豆について、その種類と用途や海
外輸出の全般からみた位置づけについて考察するものである。
一、安東港の対外開港
　20世紀初頭に安東港が注目された契機は、1903（光緒29）年の清政府とアメリカ合衆国と締
結した「中美續議通商行船條約」に始まる。同条約の第12款の開埠の記述によると、
 1）	 丹東市地方志弁公室編『丹東市志 5』、遼寧科学技术出版社、1993年。本書は安東の現在の状況について
紹介したが、安東港の歴史的貿易状況はほとんど述べていない。
 2）	 黄月波等編『中外條約彙編』第一冊、1935年12月、136頁。
 3）	 高宝玉編『営口港史』、人民交通出版社、1995年。
 4）	 周永剛編『大連港史』、大連出版社、1995年。
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中國政府應允俟此約批准互換後、將盛京省之奉天府、又盛京省之安東縣二處地方、由中國
自行開埠、通商二處、通商場訂定、外國人公共居住、合宜地界、並一切章程、将来由中美
両國政府會同商定。5）
とあり、清政府はアメリカ合衆国との条約批准後に、盛京省の奉天府や安東縣の二つの地方を
自由開港したことで外国人は奉天府や安東縣に居住することができた。居住範囲及び規定につ
いては清国とアメリカが共同決定した。この時から安東港が対外貿易港として注目されるよう
になるのである。
　1903（光緒29）年清政府がアメリカと締結した「中美續議通商行船條約」に基づき、安東は
初めて対外通商を開始する。その直後の1904年、日露戦争後に日本人が安東の七道溝に居住す
るようになると、安東で日本人による市民公議会が創立され、商業活動を開始した。1905年に
安東知縣の高欽は日本軍政署と協定を締結、その協定によって七道溝に日本人居留地が設けら
れた。安東縣に居住した日本人の人数は次のようであった。　
文滙報云、四月杪日本人之在安東縣者、男則有二千八百五十三人、女則有一千四百四十二
人、至五月十五號、男女共有四千六百人、西五月上旬由安東乘坐火車前往瀋陽省城者、共
有九百人。6）
　『文滙報』を引用した『申報』によると、1906（光緒32）年 4月時点では、安東縣には日本人
の男性が2,853人、女性は1,442人が居住していた。そして 5月15日の時点では、男女合計4,600
人と見られた。 5月の上旬に安東から瀋陽省城に赴いたのは900人であった。このように4,000
名を超える日本人が安東縣に居住していたことがわかる。　
　安東港が開埠して以来の経済的繁栄の状況に関して1931年『安東省安東縣志』、巻六、「商業」
に次のようにある。
安東地處邊陲、當水路要衝、交通便利、凡鴨綠江流域及安奉路線所需中外商品、均以安東
為集散地、開埠以來、國內則津滬各地、國外則英日諸邦、富商大賈紛至沓來、銀行公司相
繼設立、商業極稱繁盛。7）
　安東は中国大陸の沿海部では辺境に位置していたが、水陸要衝の地であった。交通の利便さ
から物資の集散地として、商品が多く参集してきた。開埠して以来、中国国内では天津や上海
 5）	 黄月波等編『中外條約彙編』第一冊、1935年12月、136頁。
 6）	『申報』、「僑居安東之日本人數」、11921号、1906年 6 月26日、 2頁。
 7）	 王介公等編『安東縣志』卷六、「商業」、『安東縣志（三）』、1931年（民國20）、751頁。
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そして外国ではイギリス、日本などの商人が渡来してきた。そのため銀行や会社が相次いで設
立され、その商業は極めて繁栄していた	。
　安東の産物の状況に関して1931年『安東省安東縣志』巻六には次のようにある。
日清、日露戦争から以後ずっと日本の満洲侵略における重要な根拠地であった。上流の長
白山の木材ならびに付近に産する大豆の集散輸出港として、市況は活発である。8）
　このように、当時安東は日本にとって重要な木材・大豆の集散輸出港であり、そのことが安
東市場の発展を促進していたのである。　
二、中国東北産大豆の特徴
　中国東北の重要な輸出品目であった大豆について述べてみたい。諸説あるが、大豆の原産地
は中国東北部であるともいわれる9）。大豆は中国東北部の重要な経済作物であり、種類も豊富で
あった。特に東北地方の大豆の品種とその含油量について論じてみたい。1998年の郭文韜編『中
国大豆栽培史』、巻二、「大豆の品種資源」によると、民国13（1924）年に刊行された『滿洲三
省志』に、満鉄公主嶺農事試験場の日本人研究者中本保三による大豆分類が掲載され，東北三
省の大豆を有毛種と無毛種の両種に大別した。当時まだ無毛種は発見されていなかったが、有
毛種については、その豆粒の形状によって豊円種と扁平種の二つに区分された。多いのは豊円
種で、扁平種は極めて少なかった。また豊円種はその豆のタイプとその臍の色によって、さら
に以下の六種に分類している。　
　①黄色種：通常は黄豆と称し、最も普通に見られるもので、これに属するものに以下の品種
がある。奉天白眉、含油量18％。黒穀黄、含油量約19％。白花挫、含油量約19％。四粒黄、含
油量約20－22％。　　
　②緑色種：通常は青豆と称す。これに属するものに以下の品種がある。大豆青、含油量約17
％。
　③黒色種：は通常は黒豆と称し、臍の色はいずれも黒色、子葉は黄もしくは緑色、黒色青莢
で、奉天以南に多く栽培されている。含油量約20％。これに属するものに以下の品種がある。
猪眼豆、含油量約17％。　
 8）	 遼寧省圖書館編『遼寧省圖書館藏稀見方志叢刊』、「安東縣志摘要序」、國家圖書館出版社、2012年 6 月、
143頁。
 9）	『主要栽培食物の世界起源中心』によれば、栽培大豆の起源地も中国であり、中部と西部山間地、および
その近隣の低地であると述べられている（懂玉琛中文訳『主要栽培食物の世界起源中心』農業出版社、1982
年、12頁）。なお、王金陵教授は中国栽培大豆の起源を長江流域、およびそれ以南の地域に求めている。（郭
文韜編、渡部武訳『中国大豆栽培史』、河海大学出版社刊、1998年 1 月30日、23頁）
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　④褐色種：豆粒は球形で小さく、臍は褐色。種類が極めて少なく、その他の品種と混栽され
る。
　⑤帯緑黄色種：通常は青豆の一種と称し、子葉は黄色、豆粕は楕円形もしくは球形。これに
属するものに以下の品種がある。奉天青皮、含油量約19％。鉄莢青豆、含油量約20％。鉄莢豆
子、含油量約20％。小黒臍、含油量約21％。
　⑥斑色種：この種の大豆は各地で散見するが、栽培量ははなはだ少ない扁平種と呼ばれ通常
牲食豆と称し、各地で栽培されている。黄色、褐色、黑色の三種があり、いずれも扁平長楕円
形で光沢がある。茎の長さは三尺五寸ないしは四尺以上、白色もしくは紫色の花をつける。含
油量は約19％10）。　
　このように、東北産大豆には様々な色・形・大きさのものがあった。それらは総じて含油量
が約17％以上、高いものでは22％もあり、中国全土の大豆の平均含油量15％と比しても高い水
準にあった。こうしたことが、東北大豆が好まれた主要な要因であろう。
三、大豆の用途
　大豆の用途はさまざまあり、農商務省農務局編『大豆其他ノ豆類ニ関スル調査』11）によると、
次のようにある。　
満洲大豆ノ用途　　満洲ニ於ケル用途
榨油原料ヲ第一トシ少量ハ食用、醤油及味噌釀造原料、新發明塗料「ソーライト」同防水
劑「タンタルス」製造原料。
輸出先ニ於ケル用途
榨油原料ヲ主トシ日本ニテハナホ醤油、味噌釀造原料、豆腐製造原料等ニ供セラル歐洲ニ
テモ、近來諸種新利用法發明セラレツツアリト云フ。
　このように、東北大豆を主原料とした食品としては、醤油、味噌、豆腐、塗料、防水劑があ
った。また、豆粕の用途について、
満洲大豆糟（豆粕）ノ用途　　満洲ニ於ケル用途
主トシテ支那人ノ家畜飼料トシテ、ヒラレ直接之ヲ肥料トシテ、用ウルコト稀ナリ。
輸出先ニ於ケル用途
日本ニ於テハ主トシテ水田ノ肥料トシテ、南支那方面ニ於テハ、水田並ニ砂糖畑ノ肥料ト
10）	 郭文韜編・渡部武訳『中国大豆栽培史』、河海大学出版社、1998年 1 月30日、46-48頁。
11）	 農商務省農務局編《大豆其他ノ豆類ニ関スル調査》、大日本農会出版、大正 8年（1919）、172-173頁。
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シテ、用キラル又日本ニ於テハ、未タ僅少ナルモ。歐米ニ於テル牛乳及養魚ノ飼料トシテ、
賞用セラルルト云フ。又満鐡中央試験所ノ試験ノ結果、醤油原料大豆代用品トシテ好成績
ヲ見タリ。
とあり、豆粕は日本では主に水田の肥料に、中国の華南方面では水田の肥料だけではなく砂糖
畑の肥料として使用され、さらに欧米では乳牛及び養魚の飼料として使用されていた。このよ
うに豆粕は飼料、肥料などと多くの用途があった。さらに、大豆油については、
大豆油用途
満洲に於ケル用途
支那人ハ主トシテ、食用ニ供シ少量燈火用ニ供セラル。日本人ハ石鹼原料、洋蠟原料、精
製油原料、硬化油原料、グリスリン原料等ニ供ス。
輸出先ニ於ケル用途
南支那地方ニ輸出セラルモノハ主トシテ食料ニ供セラル。日本ニ於テハ主トシテ精製油原
料乃至石鹼、洋蠟、製造原料ニ供セラレ。歐米ニ於テハ石鹼、洋蠟原料ノ外或精造シテ人
造牛酪ノ原料として、又之ニ乾燥性ヲ興へテ「ぺイント」ノ材料又は防水布塗料ニ供シ或
ハ化学作用ニヨリテ、監護謨代用品製造ノ原料ニ供スト云フ。
とあるように、大豆油は燈火用、石鹼原料、洋蠟原料、精製油原料、硬化油原料、グリスリン
原料、人造牛酪の原料、防水布塗料、監護謨代用品製造の原料などに使用され、やはり幅広い
用途で使われていた。
四、輸出品目としての東北産大豆
　東北大豆の輸出品目としての中国大豆全体における地位については、尹広明が次のように指
摘している。
中国大豆出口从无到有、至一战爆发前期的1913年、占出口总额的5,8％、到1931年、已占中
国出口商品总额的21.4％、成为中国首要的出口商品。近代中国出口的大豆几乎就是以东北
的大豆三品为主（大豆，豆饼，豆油）、以1928年为例东北大豆三品出口量分别占到全国此类
产品出口比重的90.52％、99.34％、99.62％。另据1931年《中东经济月刊》统计、20世纪20
年代东北大豆产量占据当时世界大豆总产量的60％以上、其中约有七成用于出口欧洲、日本
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为主。12）
　20世紀30年代まで、20年間の間に、中国大豆の輸出量は 4倍近く増え、中国の最も重要な輸
出産品になった。近代中国大豆の輸出はほとんどが東北大豆を主とし、東北大豆三品の輸出量
は全国大豆三品の輸出量の90％を占めた。調査資料によると、東北大豆生産量は当時世界大豆
の総生産量の60％を占め、うち 7割を輸出し、ヨーロッパと日本が主な輸出先であった。
　また、日本の調査資料13）から1930年代の世界大豆生産状況を表 1に示した。
表 1 　世界大豆生産量
（単位：トン）
1935年 割合（％） 1936年 割合（％）
中 国 8,112,000 	70.5 10,086,000 	84.3
ア メ リ カ 1,207,000 	10.5 816,000 		6.8
日 本 291,000 		2.5 339,000 		2.8
朝 鮮 564,000 		4.9 487,000 		4.1
ジ ャ ワ 202,000 		1.8 247,000 		2
そ の 他 1,122,000 		9.8 － －
合計 11,498,000 100 11,975,000 100
　表 1から、世界的にみても大豆生産量が最も多いのが中国であった。1936年、中国は大豆の
生産額の84.3％、ほぼ 5分 4近くを占めていた。それに次ぐのがアメリカで6.8％を占め、朝鮮
は4.1％、日本は2.8％であった。この時代、中国国内の大豆の総生産量に占める東北大豆の割
合は 8割を越えていたことから、1930年代における東北大豆の生産量は世界の大豆生産額の 7
割を占めていたと推測される。　　
　中国東北地方は長年の封禁政策により土地の開発が遅れ、肥沃な土地が広大に残されるなど、
優越な地理的環境にあった。当時はまだ伝統的な耕作方式であったにもかかわらず大豆の単位
面積の生産量が高いため、低コストでの大豆生産が実現していた。これについて、東北大豆の
単位面積の生産量を次の表 2に示した。
12）	 尹広明「20世界初東北大豆出口繁盛原因探析（1900-1929）」、（『蘭州学刊』、第12期）、蘭州市社科院、
2014年 7 月15日。
13）	 神戸商工会議所東亜課編『満洲の大豆』、神戸商工会議所、1943年 1 月 4 日、 2頁。
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表 2 　1925－1929年世界各地大豆単位面積の生産量14）（公担／公頃）
国　　別 オーストリア ソ連 アメリカ 朝鮮 台湾 インドネシア 日本 中国東北
1925-1929年 11.6 8.4 7.8 7 5.5 5.8 10.7 13.6
　表 2から、中国東北における大豆単位面積の生産量は世界第 1位であったことがわかる。第
2位は日本であるが、日本は総生産量が少ない上に大豆製品に対する大量の需要があり、自国
の大豆を輸出にまわすことができなかった。中国東北における単位面積の大豆生産量はアメリ
カの1.7倍以上、朝鮮の1.9倍、台湾の2.5倍である。このように、東北大豆は国際市場で強い競
争力を持っていたことがわかる。
　さらに、満洲大豆の輸出先に関する1938年の上野誠一編『大豆油と魚油』をもとに、満洲大
豆の主な輸出先と輸出高を年代別に整理したのが表 3である。
表 3 　満洲大豆の仕向地別輸出高15）（單位1000瓲）注 : 1 瓲= 1 トン
年次
日本 中国 南洋 歐洲 米國其他
数量 割合（％） 数量 割合（％） 数量 割合（％） 数量 割合（％） 数量 割合（％）
1927 407 23.6 297 17 92 5 967 55 0.088 －
1928 412 18.5 235 11 100 4.5 1,467 66 0.124 －
1929 573 21.2 316 11.6 86 3.2 1,731 64 0.526 －
1930 527 23.5 297 13.2 98 4.3 1,313 59 0.024 －
1931 507 22.1 427 15.3 89 3.6 1,453 59 0.141 －
1932 512 19.9 600 23.3 73 2.8 1,386 54 0.109 －
1933 450 19.7 132 	5.7 56 2.4 1,464 72.2 － －
1934 498 23 84 	 4 45 2 1,539 71 － －
1935 587 30 177 	 9 21 1 1,132 59.1 － 0.9
1936 644 35.6 111 	6.2 16 0.9 1,027 56.8 － 0
　表 3によれば、満洲の大豆はヨーロッパへの輸出が最も多く毎年最低96.7万トンであり、全
体の 2分の 1を越えている。第 2位が日本であり、毎年最低45万トンであり、 5分の 1を超え
る。第 3位が東北国内であり、東南アジアが第 4位であった。アメリカなど、毎年僅か24トン
程度の輸出量であった。このように、日本とヨーロッパが中国大豆の主な海外市場であった。
　それと、満洲国各省別の大豆の収穫高をみると、次の表 4の通りである。	
14）	 東亜研究所編『世界農産統計』、東京東亜研究所、1943年、62頁。
15）	 上野誠一編『大豆油と魚油』、共立社、1938年 4 月 5 日、12-13頁。
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表 4 　1938-1939年満洲国省別収穫高16）
収穫高（単位：トン） 単位面積収穫量（単位：トン）
新 京 市 6,800 1,260
吉 林 市 971,390 1,180
龍 江 省 357,838 976
北 安 省 544,662 1,248
黑 河 省 3,616 895
三 江 省 217,951 1,139
東 安 省 61,481 1,223
牡 丹 江 省 50,441 1,069
濱 江 省 664,091 1,219
間 島 省 90,976 1,138
通 化 省 71,325 1,105
安 東 省 60,215 1,282
奉 天 省 539,244 1,280
錦 州 省 116,901 888
熱 河 省 78,232 726
興 安 西 省 12,703 838
興 安 南 省 72,346 707
興 安 東 省 25,041 1,153
興 安 北 省 － －
合 計 3,945,252 平均1,146
　また、表 4から、満洲国19省において大豆単位面積収穫高が最も多いのは安東省であったこ
とが分かる。安東省の大豆単位面積収穫量は1,282トンであり、平均値より136トンも多い。こ
こから、安東省が東北の中でも特に大豆栽培に適していたことが分かる。
五、遼東安東における大豆の輸出
　次に、安東での交易活動全体における大豆の輸出状況を明らかにしたい。安東の大豆の輸出
に関する記録として安東商業会議所編『統計年報 ,	大正13年度』、「安東港貿易概況」、安東大豆
輸出概況に以下のように記されている。
16）	 神戸商工会議所東亜課編『満洲の大豆』、神戸商工会議所、1943年 1 月 4 日、17頁。
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表 5 　安東主要输出產品17）
（単位：海関兩）
品　名 1923（大正12）年 1924（大正13）年 1923年比率 1924年比率
玉 蜀 黍 167,456 81,315 		0.32％ 		0.21％
栗 高 梁 9,678,491 14,373,450 	18.45％ 	37.38％
麥 粉 66,112 242 		0.13％ 		0％
大 豆 1,536,400 574,620 		2.93％ 		1.49％
豆 油 46,757 54,519 		0.09％ 		0.14％
豆 粕 8,999,130 5,997,181 	17.15％ 	15.60％
藥 材 42,770 42,299 		0.08％ 		0.11％
石 炭 3,829,800 2,678,854 		7.30％ 		6.97％
野 蠶 糸 11,352,079 6,921,898 	21.64％ 	18.00％
野 蠶 蘭 871,634 567,689 		1.66％ 		1.48％
毛 皮 73,589 32,407 		0.14％ 		0.08％
木 材 12,968,825 4,254,626 	24.72％ 	11.06％
其 他 2,831,152 2,875,387 		5.40％ 		7.48％
合 計 52,464,195 38,454,487 100％ 100％
　　　　　　	注 :比率の小点数の第三位から第二位に四捨五入の方法で計算した。
　表 5から明らかなように、1923年には安東の主要輸出産品において大豆三品は第二位であっ
た。大豆三品は安東主要輸出産品の20.17％、すなわち 5分の 1以上を占めていた。しかしその
後、大豆の輸出量は徐々に減少し、1924年には17.23％で第三位になっている（第 1次国民革命
の影響で安東の輸出量が減少する）安東港における輸出品目としては木材、柞蚕、大豆三品、
高粱が特に重要であったことがわかる。
　さて、安東の大豆貿易発展に伴って、大豆を加工する油坊の数も増加した。安東の油坊数に
関する記録として、1929年の安東商業會議所編『安東の豆粕』により、次の表 6に油坊数と大
豆三品の生産量の推移を示した。
表 6 　安東油房消長一覧18）
年度 油房数
大豆消費高 豆粕製造高 豆油産出高
（単位 :支石） （単位 :枚） （単位 :支斤）
1907 8 　 347,200 347,200
1912 15 317,422 1,432,010 6,494,250
1913 14 264,455 1,175,630 5,555,960
1914 13 242,110 1,100,500 4,962,250
1915 12 166,600 1,352,400 6,869,000
1916 15 345,374 1,526,500 7,662,500
17）	 安東商業会議所編「大正十三年中安東港貿易概況、総論」、『統計年報 .	大正13年度』、安東商業会議所出
版、1925年。
18）	 安東商業會議所編『安東の豆粕』、安東商業會議、1929年 5 月17日、21頁。
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1917 15 391,200 3,141,400 15,707,150
1918 24 514,150 3,454,430 17,272,500
1919 24 678,355 3,075,900 14,784,350
1920 21 712,834 3,211,307 16,698,800
1921 25 1,168,500 5,028,932 25,590,802
1922 25 1,152,194 5,023,151 26,650,056
1923 26 1,297,532 5,716,000 27,436,800
1924 26 1,159,070 5,145,500 25,936,165
1925 26 865,899 3,818,685 19,093,300
1926 26 686,216 5,446,275 27,231,375
1927 25 801,507 6,018,935 29,592,873
　表 6から、安東の油坊数は1907年の開港以来、全体的には上昇し、特に、1917年から1918年
の間に急増して24箇所に達し、開港時の油坊数の 3倍になった。
　一方、大豆消費量は1912年から減少し、1915年には166,600石（中国石）になった。しかしそ
の後は一転して急激に増加し、1923年には最高量の1,297,532石（中国石）となり、1915年の約
8 倍増加している。その後、1924年から急減し、1926年になると、686,216石（中国石）にな
り、1927年からまた徐々に増えている。　
　豆粕の製造量は全体的には徐々に上昇し、1924年になると5,145,500枚に達した。1925年にな
ると若干減少し、3,818,685枚になった。しかし、1926年から再び急速に増加した。1927年には
最高量の6,018,935枚に達した。
　豆油製造量は全体的に右肩上がりに急増し、1907年には347,200斤（中国斤）になり、1927年
になると、29,592,873斤（中国斤）になった。20年の間で約20倍も増えたことになる。
図 1 　1912-1927年における安東の大豆三品生産状況
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　表 6をグラフ化したものが図 1である。図 1によれば、1912年から1914年の間に安東の大豆
三品の消費量と生産量が減少しているが、1915年以降において、安東大豆三品消費量と生産量
が急増していることが明らかである。安東港が開港した後、油坊数や安東の大豆三品の貿易は
盛んとなり、生産量は年々増加していく傾向にあった。安東港の大豆三品の産量が年々増加し
ている原因は、含油量など安東大豆自身の優越性と単位面積生産量の多さ、そして安東の近代
鉄道交通システム発達による輸送の利便性など、大豆の輸出に資する条件が揃っていたことが
考えられる。また、近代的な物流管理方式19）が導入されたことも影響しているであろう。
　次いで、1929年の安東商業會議所編『安東の豆粕』より、安東港の豆油輸出状況を表 7と図
2に示した。
表 7 　安東港豆油輸出高十一個年比較20）
（単位：数量／担、価額／海関両）
仕向地 日　　本 朝　　鮮 中　　国 合　　計
年別 数量 価額 数量 価額 数量 価額 数量 価額
1917 14,583 142,913 31,535 309,043 607 5,949 46,725 457,905
1918 8,814 84,703 19,869 190,941 3,785 36,374 32,468 312,018
1919 2,544 25,440 9,873 98,730 23,599 235,990 36,016 360,160
1920 46 408 2,529 23,891 1,934 15,472 4,509 39,771
1921 1 7 4,287 27,865 8,000 52,000 12,288 79,872
1922 1 9 3,196 28,764 3,276 29,184 6,473 58,257
1923 123 1,292 3,437 36,466 857 8,999 4,453 46,757
1924 551 6,222 4,083 45,431 257 2,866 4,891 54,519
1925 ‐ ‐ 4,673 54,013 1,071 12,800 5,744 66,813
1926 ‐ ‐ 5,699 61,899 564 5,780 6,263 76,685
1927 ‐ ‐ 998 11,638 325 3,946 1,323 15,584
19）	 安東商業會議所編「豆粕混合保管条件」、『安東の豆粕』、安東商業會議、1929年 5 月17日、 1 - 6 頁。
20）	 安東商業會議所編『安東の豆粕』、安東商業會議、1929年 5 月17日、50-51頁。
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図 2 　安東港豆油移出数量十一個年比較表
　表 7 から、安東港の大豆油の日本への輸出は1917年に最高量の14,583担になった。その後、
日本への輸出は急激に減少し、1921年になると、僅か 1 担になった。第 1 次国民革命（1924-
1927）の理由により、1925年 -1927年の 3年間日本への輸出の豆油は一切停止した。安東豆油は
朝鮮への輸出は1917年に最高量の31,535担になった。しかし、その後、朝鮮への輸出は急速に
減少し、1923年になると、3,437担になった。1924年から、朝鮮への輸出量は若干増加し、1926
年になると、5,699担になった。ところが、1927年にまた急速に減少し、998担になった。また、
安東豆油の国内への移出は増減の起伏が大きいことが見られる。
表 8 　安東大豆輸移出仕向別21）
（単位 :数量／担、価額／海関両）
仕向先
大正十四年（1925） 大正十五年（1926） 昭和二年（1927）
数量 価額 数量 価額 数量 価額
日 本 62,052 247,066 3,798 13,305 16,449 74,210
朝 鮮 91,990 455,237 75,782 331,455 125,693 566,619
輸 出 計 154,042 702,303 79,580 344,760 142,142 640,829
上 海 123,153 486,992 45,163 167,367 299,304 1,235,655
芝 罘 16,629 65,566 3,398 12,891 32,705 129,247
龍 口 742 2,970 2,263 8,488 2,935 12,388
仙 頭 462 1,814 13,391 50,142 － －
威 海 衞 － － － － － －
天 津 2,665 8,722 24 87 3,099 14,354
青 島 11,620 45,956 13,501 50,500 － －
21）	 安東商業會議所編『安東の豆粕』、安東商業會議、1929年 5 月17日、15-16頁。
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沿岸 14,448 57,080 4,748 16,056 62,310 264,872
移出計 169,719 669,100 82,488 305,531 400,353 1,656,416
合計 323,761 1,371,403 162,068 650,291 542,495 2,297,245
図 3 　安東大豆輸移出仕向別
　表 8 及び図 3 は、安東から輸出される大豆の価格と数量を、出荷先別に示したものである。
安東大豆の輸出は国内の沿海地方のみならず、海外は日本と朝鮮に主に輸出しているが、この
時期の朝鮮は日本の植民地であり（1910-1945年）、朝鮮との貿易額も対日本貿易の一部とみな
すことができる。　
　さらに、日本、朝鮮、中国国内に安東産の豆粕がどのぐらい輸出されたかについて1929年の
『安東の豆粕』により、表 9に示した。
表 9 　安東港豆粕移出高十一個年比較22）
（単位 :数量／担、価額／海関両）
仕向地 日　　本 朝　　鮮 中　　国 合　　計
年別 数　量 価　額 数　量 価　額 数　量 価　額 数　量 価　額
1917 1,356,965 2,374,689 169,820 297,185 170,783 298,909 1,697,568 2,970,783
1918 684,528 1,163,698 621,893 1,057,218 149,336 253,871 1,455,757 2,474,787
1919 1,528,637 3,057,026 314,566 629,132 20,684 41,368 1,863,887 3,727,526
1920 875,904 2,278,469 358,311 891,945 568,035 1,079,267 1,802,250 4,249,681
1921 1,302,514 3,256,284 231,529 578,823 634,164 1,585,410 2,168,207 5,420,517
1922 886,901 2,838,083 316,394 1,012,461 989,220 3,197,505 2,192,515 7,048,048
1923 1,317,703 4,480,193 461,320 1,568,488 867,780 2,950,452 2,646,803 8,999,130
1924 619,249 2,093,054 579,576 1,768,656 667,552 2,135,471 1,866,377 5,997,181
22）	 安東商業會議所編『安東の豆粕』、安東商業會議、1929年 5 月17日、49頁。
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1925 161,373 484,586 735,909 2,060,479 848,774 2,520,038 1,746,056 5,065,103
1926 744,666 2,043,580 1,288,695 3,731,653 627,596 1,787,030 2,660,957 7,562,263
1927 369,704 1,184,134 1,615,887 5,114,726 1,349,736 4,421,395 3,335,327 10,720,255
図 4 　安東港豆粕移出高十一年比較表
　表 9を図式化したものが図 4である。図 4から、安東から日本への豆粕の輸出量は激しく増
減を繰り返していた。1919年、安東から日本への豆粕の輸出量が最高量となり、1,528,637担23）
に達したが、1925年には、最低量の161,373担となった。安東から日本への豆粕の輸出量は最大
値と最低値では9,5倍の差がある。ただし、1917年－1924年は、安東から日本への豆粕の輸出量
は安東から朝鮮、国内への豆粕の輸出量よりも多かった。1917－1927年の11年間、安東港から輸
出される豆粕の主要な送り先は国内以外では主に日本と朝鮮であったが、とくに1924年までの
状況では、対日本輸出量が圧倒的に多かった。
　このように、日本は中国最大の豆粕輸入国であったが、1929年『安東の豆粕』によると、安
東から日本に輸入された豆粕の仕向地は年により差異があった。横浜を第一として、神戸、下
関、尾道（広島）、糸崎（広島）、宇和島（愛媛）、三津ケ濱（愛媛）、門司、三角（熊本）、吉浦
（広島）、名古屋等があり、ほとんど海路で輸送された。
日本における肥料及豆粕の需要状況を見るに年々人口の増加に伴う農産物の需要増大する
と日本の土地が狹少ため生産限度があり、従って多くの収穫を得んとせば肥料を要するこ
と多く、肥料の使用も自給肥料より販売肥料に及び、販売肥料は海外より輸入するに至り
特に歐洲大戦中に於ける米価騰貴以來此趨勢は一層甚しく、現在肥料の日本輸入貿易上棉
23）	 1 担＝ 1石＝50キロ。
文化交渉　東アジア文化研究科院生論集　第 ７号302
花に次第二位の重要なる位置を占むるに至れる。そして日本は日本の常食たる米を自給す
ることを得ずして、尠なからざる輸入をなすのみならず、生産原料たる肥料におけても上
に示すが如き多大なる輸入をしつつあり、其の貿易品としてここの肥料とは骨粉、豆粕、
菜種油糟、智利硝石、硫安、硫酸加里、獸骨、燐礦石等を含み、この肥料中豆粕は最も重
要品である。24）
　豆粕は日本における肥料輸入の過半を占め、その輸入豆粕の大部分は東北三港すなわち大連、
営口、安東より輸入された。日本の豆粕輸入状況は、その後満洲豆粕が独占的位置を占めるよ
うになるのであるが、とくに品質良好で斤量の正確な安東豆粕の評判はますます日本国内の需
要を喚起した。このように、日本の農業において東北産の豆粕は重要な地位を占め、とりわけ、
満洲の豆粕の中でも安東の豆粕が特に好まれた。
　19世紀末以前には、日本の主要な肥料は魚肥や堆肥があったが、日清戦争以降、中国東北部
から豆粕を輸入するようになり、その効率の高さからすぐに魚肥を淘汰していった。日露戦争
後、豆粕は迅速に日本の肥料市場の主導的な製品になり、市場全体の60％-70％を占め、東北の
輸出豆粕はほとんど日本に運ばれ、化学肥料の普及以前において豆粕は日本多肥農業の寵児と
なった。25）日本の農業は豆粕を大量に需要し、東北の豆粕の最大消費国になったのである。
　大豆の輸出は東北経済の発展を促進したが、その繁栄は脆く危ういものであった。まず、大
豆輸出は外国勢力が鉄道によって制御しており、例えば日本（満鉄）、ロシア（中東鉄道）など
である。また、主な製品大豆消費国、大豆製品の需要は変化が激しく、このことは直接東北大
豆の生産と輸出に影響した。さらに、東北大豆が世界大豆の60％余を占めていたにもかかわら
ず、中国は国際市場において大豆価格の決定権を持っていなかったのである。
おわりに
　大豆は中国東北地方の重要な経済作物であり、生産される大豆の種類も豊富であった。特に、
全国大豆の平均含油量が約15％であるのに対し、東北大豆の含油量は約17％-22％と高いことか
ら、多くの人々に好まれる人気の高い作物であった。また、この東北産大豆三品すなわち大豆、
豆粕、豆油の用途はきわめて幅広かったことがわかる。　
　表 4に示したように、旧満洲国時代の19省における大豆単位面積の収穫高が最も多いのは安
東省であった。また表 5から、1923年には、安東の主要な輸出産品において大豆三品は木材と
糸に次ぐ第三位であり、安東の主要輸出産品のほぼ 5分の 1を占めていた。
　東北の大豆貿易発展に伴い、安東では大豆加工の油坊数が増えていった。安東港が開港した
24）	 安東商業會議所編『安東の豆粕』、安東商業會議、1929年 5 月17日、51-54頁。
25）	 満史会編『満洲開発四十年史』上巻、新華出版社、1988年、548頁。
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後、油坊数及び安東大豆三品の貿易はますます盛んになり、生産量は年々増加していく傾向に
あった。安東港大豆三品の生産量が年々増加した要因としては、安東大豆自身の優越性に加え、
「黒土地」と呼ばれた栄養豊富で広大な土地に作付けされ、単位面積当たりの生産量も高いとい
う好条件も備えていたことが挙げられる。近代安東鉄道交通システムが発達していたことも、
大豆の輸送に便利な条件を提供し、また近代化の物流管理方式26）も大豆の貿易に効果的に作用
した。日露戦争後、日本と中国の貿易は急速に発展し、豆粕は迅速に日本の肥料市場の主導的
な製品になり、市場全体の60％－70％を占め、27）東北の輸出豆粕はほとんど日本に運ばれ、化学
肥料が普及する以前、豆粕は日本の多肥農業の寵児になった。28）日本の農業は豆粕の大量の需要
に対して、日本は東北の豆粕の最大の消費国になった。品質良好で斤量の正確な安東豆粕の人
気は日本国内の需要を刺激したのである。しかし、中国は国際市場における大豆価格の決定権
を持っていないという問題を抱えていた。
　以上のように、安東港から輸出された大豆は種々の優越性があり、安東港貿易の主要品とし
て20世紀前半における安東港の急速な発展を促し、とくに日本へ大量の大豆三品、特に豆粕が
輸出されていたのである。
26）	 安東商業會議所編「豆粕混合保管条件」、『安東の豆粕』、安東商業會議、1929年 5 月17日、 1 - 6 頁。
27）	 向井清二著『満洲大豆及其製品』、岩松堂書店、1934年、207-209頁。
28）	 満史会編『満洲開発四十年史』上巻、新華出版社、1988年、548頁。

